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コロナ禍になってからの長い長い自粛ムードから明けた7月２２日（土）、台町４丁目の夏祭りがおよそ

３年ぶりに開催されました。 

久しぶりの町内会のお祭りに、我々しまはちからも所長をはじめ多くの有志スタッフが参加し、当日の午

前中には設営のお手伝いと、夜には夜店の出店をしました。 

猛暑の中、３年ぶりの設営準備では、町内会の方も確認しながらの作業でした

が、エネルギッシュな町内会の方々に、しまはちスタッフも安心して準備を進

めることができました。 

夕方には夜店の準備も終わり、ステージにもあかりが灯り、いよいよ台町４丁

目のお祭りが始まりました。３年ぶりのお祭りに会場には今まで見たこともな

いほど、たくさんの方々が集まり、会場は大いに盛り上がっていました。 

しまはちからは例年の通りポップコーンとわたあめの販売をしましたが、こち

らも大盛況。終売になるまで列が途切れることはなく、これまでの最高にな

る、ポップコーン387個、綿菓子255本を売り上げました。久し振りのお祭り

でしたが、地域の方の力強さを感じたひと場面でした。またほかの夜店を出し

ている地域の方からも差し入れをい

ただき、心もお腹も満たされてしま

いました。 

毎年恒例のステージでは、今回もカ

ラオケ大会に参加させていただきました。今年初めてお祭りに参

加した職員を中心にカラオケ大会に参加し、恒例となった「リン

ダリンダ」を熱唱しました。地域の皆様にも顔を覚えていただけ

たかなと思います。 

 お祭りの最後まで、会場はにぎやかな雰囲気に包まれていまし

た。楽しそうに走り回る子どもたちや、語らいあう地域の方の姿

を見て、コロナ禍で見えにくくなっていた地域のつながりを再確

認できました。このつながりを大切にしながら、これからもしま

はちができることを見つけ、行事などを通して地域を盛り上げて行けたらと思いま

す。   【通所科 兒玉 裕】    



 

 2023年7月29日、ナイトケアを４年ぶりに開催することができました。ナイトケアはコロナが流行し

てから、開催することができず、ご利用者の皆様はとても楽しみにされていたと思います。今回は、拓殖

大学チアリーディング部「SPLUSHERS」の方々によるダンスを鑑賞した後、休憩、お食事、夕方から花

火大会鑑賞、というプログラムでした。バスで島はちに到着すると、チアリーディング部の方々が、笑顔

でお出迎えをしてくれました。受付の広場を舞台に、ご利用者の期待に応えてくれる、4年ぶりの開催に

ふさわしい、素晴らしいダンスを披露してくれました。ダンスの後は質問コーナー、写真撮影など和やか

な雰囲気の中でチアリーディング部の方々と楽しく交流しました。 

お食事は経口で召し上がられる方に、愛知県の日本料理「関西」の「口福膳」というお弁当を用意させ

ていただきました。召し上がられた方は、一口一口美味しそうに、堪能されていました。 

夜の花火大会は、恒例の屋上にて鑑賞しました。日中の暑さが和らぎ、さわやかな風が吹く中、花火を見

ることができました。ご利用者やご家族、合わせて50人以上の方々が集まって下さり、皆で上を向いて一

心に花火を見る姿を見て、ナイトケアを開催することができて本当に良かったと思いました。コロナが流

行してから、様々なことを我慢してきました。今回ナイトケアを開催することができ、ご利用者がチアリ

―リーディングや花火を見る眼差しを見て、改めて実際に目で見る、体験することの大事さに気づくこと

ができました。 

【通所科  小山 峻介】 

【通所科  上利 友里恵】 

今年度新たに入所された方をお迎えするため、4月

7日に新入所歓迎会を開催させ

ていただきました。当日は、ご

家族と一緒に参加され、初めは

緊張気味に参加されていました

が、所長・副所長の挨拶や先輩

利用者様の歓迎の言葉を聞きな

がら少しずつ緊張がほぐれ表情

が和らいでいました。 

式典の後には通所で初めての活

動の時間となり、大筆書道に挑

戦していただきました。初めて持つ大筆や大きな模

造紙に初めてづくしの体験となりましたが、堂々と

力強い字を書いていただきま

した。書した文字は式典の日

にも咲いていた「桜」。これ

からの通所できれいに咲き誇

れるように願いを込めて書い

てくださいました。 

新型コロナウイルス感染対策

のため来所される方への入室

制限が続いていましたが、そ

の日は利用者様、職員、さら

に利用者様のご家族にも活動の様子を見ていただ

き、賑やかな通所科を体感していただいた時間とな

りました。 

【通所科 滝瀬 一】 

コロナ禍で中止になっていた

外出活動でしたが、４年ぶり

に勝沼古柏園へぶどう狩り外

出に行ってきました。 

今年は猛暑でぶどうの成長が

早く、シャインマスカットは採ることが出来ませ

んでしたが、ピオーネ・藤稔・巨峰の種類の中から

どのぶどうにしようか？と粒が大きいもの、房の

全体を見渡しながらおいしそうなぶどうを選ばれ

ている利用者様や採るときは車いすから降りて、

ご家族と一緒にぶどうを採ったり、採ったぶどう

と一緒に記念撮影したり、利用者

様、ご家族の皆様、思い思いの時

間を過ごされていました。 

また、ぶどうのつるの隙間から入

る太陽の光がとってもきれいで、

その太陽の光に興味を示される

利用者様や、お客さんで賑わっている雰囲気を見

て笑顔になられた利用者様もいて久しぶりの外出

を楽しまれているのが印象的でした。 



 

 

【八王子市医療的ケア児等コーディネーター事業の紹介】 

八王子市では、人工呼吸器による呼吸管理、たんの吸引、経管栄養等の医療的ケアを日常的に必要

とするお子さんとそのご家族、支援者からの相談に応じるとともに、住み慣れた地域で安心して生活

できるような支援体制づくりを進めるため、「八王子市医療的ケア児等コーディネーター事業」を令

和５年１月４日に開設しました。①島田療育センターはちおうじ、②一般社団法人シーズ、２つの事

業所が相談窓口となっています。 

医療的ケア児等コーディネーターがお話をうかがい、状況と成長に応じた必要な情報提供、支援機

関の紹介や連絡調整を行っていきます。また、医療的ケア児等とそのご家族が、医療･保健･福祉･教

育・行政等関係機関の連携により切れ目のない支援が受けられるよう、連絡調整や医療的ケア児等の

支援を行う関係機関等への情報提供、研修等を実施していきます。 

医療的ケアを必要とするお子さんとそのご家族が希望する生活、自立した生活を営むことができる

よう、また人生を楽しみ安心して暮らすことができるようお手伝いができればと思います。「どこに

相談すればいいのわからない」等、困ったときは、まず一度ご連絡ください。お待ちしております。 

                      （医療的ケア児等コーディネーター 高嵜 瑞貴） 

八 王 子 市 

島たまでのお仕事を含めると

20年以上皆様とともにお仕事

をさせてもらったことになりま

す。たくさんの利用者様、ご家

族の皆様から多くのことを学ば

せていただいています。日々感

謝です。これからも、楽しく自

分らしく成長していけるようなサポートを心掛けてい

きたいと思います。（塩澤 悦子） 

２０年という数字に自分

が驚いています。 

振り返ると、このように

長く働くことができたの

は、多くの方々に支えられ、一つずつ目の前

のことに取り組ませていただいたからだと思

います。これまで温かく見守っていただいた

皆様、担当させていただいた利用者様や親御

さんには、感謝しかありません。これからも

初心を忘れず、一つずつ丁寧な関わりができ

るよう頑張りたいと思います。 

             （松尾 美穂） 

皆さまに助けて

頂いて、気づい

たら１０年。こ

れからも、お子

さん、ご家族、

スタッフ、地域

の皆さんと一緒

に、楽しくなる療育をさせてい

ただきたいと思っています。 

       （柴 玲子） 

 

 利用者様、

諸先輩方にた

くさん助けて

頂きながら１

０年が経ちま

した。 

この１０年で生活環境が大きく

変わりました。ご迷惑をおかけ

することも多いですが、様々な

ことに挑戦する機会をくださり

大変感謝しております。 

『楽しみに来てくれる場所』を

目指して、日々精進してまいり

ますので、今後ともよろしくお

願いいたします。（鹿島 典子） 

色々な方にお力

をいただきなが

ら過ごしてきた

１ ０ 年 間 で し

た。お子さんと

ご家族の辛さや

心配が少しでも

軽減するような、それぞれの

方のお持ちの力を活かしてい

けるようなお手伝いをできる

よう、これからも努力してい

きたいと思います 

      （舘花 佳奈子） 

 



アボカドの水耕栽培に

チャレンジしています。 

アボカドの種に爪楊枝

をさし、種の半分が水に

つかるようにして数週間

すると根っこが出てくるそうです。実家で育て

ており、大きく育つと真っすぐな幹に大きな

葉っぱが数枚ついてとても可愛い見た目です。

私も水耕栽培用の花瓶を買ってチャレンジして

みました。 

 1回目は、数か月たって

も 根 っ こ が 出 ず。２ 回 目

は、種の大きさが花瓶と合

わず。今は３回目の挑戦中

です。水につけて数日たち

ますが、今のところ変化は

ありません。時々水を替え

ながら、根っこが出てくる

のを楽しみに待ちたいと思

います 

 ちなみに、アボカドの実

がなるには5～15年ほどか

かるそうです。美味しく食

べた後のアボカドの種で、皆さんもぜひチャレ

ンジしてみてはいかがでしょうか。 

こどもがかかりや
すい病気（発熱や
嘔吐・下痢など）

の 診 察・治 療 を
行っています。 

発行/社会福祉法人 日本心身障害児協会 

       島田療育センターはちおうじ 

〒193-0931 
東京都八王子市台町4丁目33番13号 

☎042-634-8511（代表） 

編集/島田療育センターはちおうじ ホームページ委員会 

・各種 予防接種を行っています。予約制となりますの

で、詳 し く は お 電 話 で お 問 い 合 わ せ く だ さ い。 

・発熱など風邪症状のある方は、ご来院前にお電話でお

問い合わせください。感染症対策のため、ご協力よろし

くお願いいたします。 

 
 

【通所科 永妻萌】 

「輪を和でつなぐ」  
著 者：小沢 浩 

発行所：クリエイツかもがわ 

価 格：２０００円（税別） 

発売中です  

「はじめまして。落合健太

と申します。これまで静岡

県、長野県、福岡県、千葉

県と様々な地域で暮らして

きました。小児神経と救急

に興味があります。島田で

は療育にも取り組んでいた

いと思っています。よろし

くお願いいたします。」 

【神経小児科 落合 健太】 

7月30日から8月6

日 に か け て SVCA

（ベトナムの子ども

達を支援する会）ベ

トナム交流ツアーに

参加させていただき

ま し た。ま ず は ツ

アーの様子を写真でお送りします。 

               （通所科 永妻 萌） 


